
 

 
１ 単元の目標 

（１）生活習慣病などの予防と回復について，自他や社会の課題を発見し，その解決を目指した活動

を通して，健康の保持増進と生活習慣病などの予防と回復には，運動，食事，休養及び睡眠の調

和のとれた生活の実践や疾病の早期発見，及び社会的な対策が必要であることを理解することが

できるようにする。 

（２）生活習慣病などの予防と回復について，課題を発見し，健康や安全に関する原則や概念に着目

して解決の方法を思考し判断するとともに，それらを表現することができるようにする。 

（３）生活習慣病などの予防と回復についての学習に主体的に取り組むことができるようにする。 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 
取り組む態度 

①生活習慣病などのリスクを軽減し予防するには，

適切な運動，食事，休養及び睡眠など，調和のと

れた健康的な生活を続けることが必要であるこ

と，定期的な健康診断の受診が必要であることに

ついて理解したことを言ったり，書いたりしてい

る。 
②がんについて，肺がん，大腸がん，胃がんなど様々

な種類があり，生活習慣のみならず細菌やウイル

スの感染などの原因もあること，がんの予防には

がん検診の普及など社会的な対策が必要であるこ

とについて理解したことを言ったり，書いたりし

ている。 
③生活習慣病などの予防と回復には，個人の取組と

ともに，健康診断やがん検診の普及，正しい情報

の発信など社会的な対策が必要であることについ

て理解したことを言ったり，書いたりしている。 

①生活習慣病などの予防と回

復について，健康に関わる

原則や概念を基に整理した

り，個人及び社会生活と関

連付けたりして，自他や社

会の課題を発見し，説明し

ている。 
②生活習慣病などの予防と回

復について，習得した知識

を基に自他の生活習慣や社

会環境を分析し，リスクの

軽減と生活の質の向上に必

要な個人の取組や社会的な

対策を整理し，説明してい

る。 

①生活習慣病な

どの予防と回

復について，

個人の取組や

社会的な対策

についての学

習に関心を持

ち，主体的に

取り組もうと

している。 

３ 指導と評価の計画（４時間扱い） 

 主な学習内容・学習活動 知 思 態 評価方法 

１ 
○資料から生活習慣病などについて知る。 
○生活習慣病などのリスクを軽減し予防するための調和のとれた

健康的な生活について考える。 
○定期的な健康診断の受診が生活習慣病などの予防に必要である

ことを知る。 

①   観察 
ワークシート 

２ 

○日常的にスポーツを計画的に取り入れることが生活習慣病など

の予防と回復に有効であることを知る。 
○生活習慣病などの予防と回復について，自他や社会の課題と，

それを選択した理由をワークシートにまとめる。 
○まとめた内容をグループで話し合う。 

 ①  観察 
ワークシート 

③ 

○がんについて種類や原因などを理解する。 
○がんの予防について，がん検診の目的や早期発見の重要性を理

解し，がん検診について考える。 
② ②  観察 

ワークシート 

４ 

○がんの回復には，患者や周囲の人々の生活の質を保つことや緩

和ケアが重要であることに触れ，正しい情報の発信など社会的

な対策が必要であることを理解する。 
○がんの治療法について，調べ学習を行い，ワークシートにまと

める。 
○本単元のまとめをする。 

③  ① 観察 
ワークシート 

 

高等学校 保健体育（科目保健） 
単元名 「生活習慣病などの予防と回復（がん）」(第１学年)＊ 

＊学年の指定はなく原則として入学年次及びその次の年次履修することになっている。 



４ 本時の指導案（３／４時間） 

（１）本時の目標 
○がんについて，肺がん，大腸がん，胃がんなど様々な種類があり，生活習慣のみならず細菌や

ウイルスの感染などの原因もあることについて理解できるようにする。 

○がんの予防について，習得した知識を基に自他の生活習慣や社会環境を分析し，リスクの軽減

と生活の質の向上に必要な個人の取組や社会的な対策を整理し，説明することができるように

する。 

（２）展開 
段

階 学習内容と学習活動 学習 
形態 

教師の指導・支援 
（◆評価規準と方法） 

導 
 
入 

１ 本時の学習課題について考える。 
・ワークシートで国立がん研究センター「がんを防ぐ

ための新 12 か条」を予想し，その後，近くの生徒と

確認し合う。 

・がんについての正しい知識を身に付け，がんに関す

る情報について関心をもち，自ら適切に判断し，行

動していくことが大切であることを知る。 

 
個人 
ペア 

〇「がんの正しい知識」が変わ

る可能性や，「わかっていないこ

と」が今後わかる可能性がある

ことから，がんに関する情報に

ついて関心をもち，」自ら適切に

判断し，行動していくことが大

切であることを説明する。 

展 
 
開 

２ 学習のねらいを知る。 
 
 
 
３ がんについて種類や原因などを理解する。 
・ワークシートでがんのリスク要因，予防要因を予想

し，その後，近くの生徒と確認し合う。 

・主ながんの種類や原因について理解する。 
 
４ がんの予防について，がん検診の目的や早期発見

の重要性を理解し，がん検診について考える。 
・がん検診の受診について自分の考えをワークシート

に記入し，その後，班で発表し合う。 
・がん検診の目的や早期発見の重要性を理解する。 
・国が推奨するがん検診について理解する。 
 
【発問】対象となるがんや対象年齢はどのように決ま

っているのだろう。 
 
・がんの死亡数，り患数の特徴を知り，がん検診の受

診年齢について考える。 
・日本のがん検診受診率について知る。 
・がん検診を受診しない理由について考える。 
 
【発問】がんの予防について， 
 ①自己の取組 
 ②がん検診の普及の取組 
 ③がん検診以外の社会的取組 

の観点から考えを整理してみよう。 
 
・ワークシートに記入し，班で発表後，全体共有する。 

 
 
 
 
 

個人 
ペア 
全体 

 
 
 

個人 
班 
全体 

 
 
 
 
 

全体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個人 
班 
全体 

 
 

 

 

◆知識・技能-②（学習活動３） 

【観察・ワークシート】 
 

 

 

◆思考・判断・表現-②（学習活

動４） 
【観察・ワークシート】 
 

〇がんの予防について，個人の

取組とともに社会的対策とし

て，がん検診があることが理解

できるようにする。 

 
〇がん検診を，がんやがん検診

に関する資料と関連付けて考え

ることで理解を深め，がんの予

防について，自分で判断し行動

することができるようにする。 
 
〇がんの予防について，生活場

面を想定し，実感を持って考え

るよう促す。また，自ら情報を

得て，適切に判断し行動してい

くことが重要であることが理解

できるようにする。 

ま 
と 
め 

５ 本時の学習のまとめをする。 
がんの予防には，個人の取組に加えて，がん検診な

どの社会的な対策が大切であることを確認する。 

全体 ○次時はがんの回復について学

習することを知らせる。 

【学習課題】がんの種類や原因などを正しく理解し，その予防について，個人の取組や社会的

な対策について考えてみよう。 



５ 資料等 

（１）ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

がんについて，生活習慣のみならず感染

などの原因もあることについて考えるよ

う促します。 

〈想定される記載〉 
・早期発見できた方が，治療しやすいと思う

から受診する。 
・長生きしたいから受診する。 
・時間や費用がかかるから受診しない。 
・がんが見つかるのが怖いから受診しない。 

〈想定される記載〉 
【①自己の取組】 
・生活習慣を整える。 
・定期的にがん検診を受診する。 
・がんについての正しい情報を得る。 
【②がん検診普及の取組】 
・学校でがんについて講演や授業を行う。 
・インターネットやメディア等で，がん検

診の正しい情報を発信する。 
・テレビ CMや広告に芸能人を起用する。 

【③社会的な取組】 
・がんについての相談窓口をつくる。 
・体験談を聞ける機会をつくる。 
・がんについての正しい情報を若者が見る

ような工夫をする。 
 



 
（２）スライド（抜粋） 


